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■ サケ稚魚の質を評価する試み  

■ 北太平洋・ベーリング海でのさけ・ます共同調査 

■ 健苗放流のすすめ 

■ 食酢塩水処理がサケ稚魚の嗅覚に与える影響 

■ サケ科魚類のプロファイル-12 サツキマス・アマゴ 

ほか 
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 mini column 

今号の表紙絵は，真冬の光景ながら穏やかで柔らかなタッチが印

象的ですね．絵本の一頁のようにも見えますが，実は，明治 27 年に

発行された「北海道鮭鱒人工孵化事業報告」に綴られた絵で，開設

間もない頃の現千歳さけます事業所の様子が描かれています．この

事業報告によると，当時の千歳川ではサケの捕獲採卵は 11 月から翌

年 2 月に行われていたようです．もしかすると川の左手を行く二人

はまさにその作業中なのかもしれません．現在では捕獲採卵は秋を

盛期に行われていますが，真冬の千歳川をそ上するサケは今年もそ

の姿を見せてくれています．
千歳さけます事業所構内にて（2014 年
1 月 15 日） 撮影：宮内康行 


